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スポーツマーケット KIRARA

２０年続く集大成イベント

８３０人の参加者＆６０人のスタッフ

多様なブース
・企業（ヤクルト＆赤十字社）
・大学（医福大、リハ大、県立大）
・県障害者スポーツ協会
・アフタースクール生
・学童保育所
・子育て支援センター
・ダンスチーム
・キッチンカー



大学と包括連携協定の締結 KIRARA

新潟リハビリテーション大学

連携体制
・授業の臨時講師
・希楽々の理事
・イベント協力

協定締結
・保健、医療、福祉
・教育、文化、スポーツ
・地域貢献、まちづくり
・人材育成



１０万円の送り主 KIRARA



重点地域における政策課題に取組む KIRARA

全国で７件 新潟県村上市

❶地域で所有する車両を活用した移動手段の確保
❷障がいの有無に関係ないインクルーシブな活動の確保

「スポーツ振興車」の活用と障がい者教室等の開催



４歳～81歳のフラガール KIRARA

ハワイアンフェスティバル IN 瀬波

最近引っ張りだこの「キッズ＆熟女」たち

   



村上市の総合型クラブ KIRARA

総合計画・スポーツ推進計画
教育基本計画で「総合型クラブ」を明文化

財政基盤の確立と健全財政の堅持

行政とのパートナーシップ
政策的合意形成

体育施設の指定管理
事業委託

５つの総合型クラブ
クラブ間の温度差



クラブ紹介 KIRARA

平成１５年設立 ２１歳

正職員 １５名 パート ４４名
会員 1,149名

予算規模 １億６千万円

指定管理施設
体育施設９施設
学童保育所・子育て支援センター

地域課題解決プログラム

きららいおん



注力する地域課題解決プログラム KIRARA

子どもの放課後「アフタースクール」

買い物支援「ささえ隊」

商業施設活用プログラム「おでかケア」

高齢者の社会参加プロジェクト

障がい者の放課後「きららタイム」

「融合型部活動」



「子どもたちが困っているから」動いた

’０５ 部活動にない種目を希楽々のサークルとして活動

’１２ 「新しいカタチの部活動」始動…部活動に準ずる活動

‘１６ 市教委に「学校と地域で部活動の運営を検討する機会創出」提案

‘１７ 村上市部活動在り方検討委員会の設置

‘１８ スポーツ庁「総合的なガイドライン策定」で「融合」提案
スポーツ庁「部活動改革プラン」採択
「融合型部活動」の仕掛け開始

‘１９ 融合型部活動運営協議会の設置
コーディネーターの配置
「融合型部活動」の実践
第１号「Hangout」始動
指導者の資質向上の取組

KIRARA



クラブ主導で多様なアプローチで「想い」を「公」へ結んだ

’２０ 融合型部活動３種目実践
休日の地域移行開始（３種目）
運営団体＆実施主体の明確化
「指導者育成プログラム研修会」の開催と受講義務化
市教委へ「推進体制」の提案と予算要求
総括運営団体と総括コーディネーター配置で総括管理

‘２１ 学区や地区を超えた合同会議と「種目別ワークショップ」の開催
クラブ財源で「校内合同部活動」の実施
引退した３年生の活動の場確保とクラブ財源でユニフォーム
後出しの国のガイドラインとのマッチング

‘２２ 村上市「推進計画」の策定・・・融合型部活動の推進
中学校の方針策定



村上市「融合型部活動」の現状

‘２３ 市内融合型部活動 ８種目１３活動
中体連大会参加認定 出場（３種目４活動）

’２４ 市内融合型部活動 ９種目１９活動
平日及び休日の活動 部活動と融合型の総量管理
指導者 ９７名 兼職兼業 １５名
「合同会議＆種目別ワークショップ」の開催 種目ごとの拠点化
重点施策による政策課題解決の取組
・スポーツ振興者の活用による移動検証
・障害の有無に関係ないインクルーシブな活動
放課後デイサービス、特別支援学校との連携
「楽しい運動教室」「楽しい陸上教室」
「パラアスリートによる体験会」

KIRARA



取組む課題と見えた「これからのカタチ」

課 題
部活動からの脱却
学校・地区を超えたエリアマネジメント
持続するための財源の考え方

これからのカタチ

村上市の運動部活動は令和８年度より完全移行
「融合型部活動」は総合型クラブの自主事業として運営
総合型クラブとスポーツ少年団の融合
融合型部活動とスポーツ少年団の統括的な支援体制
１種目１チーム化

◎「地域移行」はあくまでも契機
◎「移す」から「創る」フェーズへ

KIRARA



「若者がいない！」

平成２８年度 若い職員を連れて参加した時の一言
「若者がいない！」

平成２９年度 若者の参加促進の取組開始
❶新潟県総合型クラブ連絡協議会
テーマ：「第１世代と第２世代が共に育つ」
若手が抱える不安や本音
ベテランから若手に伝えたいこと
❷北信越NWA２０１７
テーマ：「総合型クラブを継承するには」
～創業の思いを引継ぐ世代交代の在り方

KIRARA



若者の参加促進と参画機会の創出

平成３０年度 北信越NWA２０１８

テーマ
：「総合型クラブの世代交代を見据えた人材育成」
世代交代を意識したクラブの若手とベテランの
対談
「何を伝えたかったか」
「何を伝えてほしかったか」
若手スタッフの成長の軌跡発表
同世代同士の成長の振り返り
異世代間での成長の振り返り

KIRARA



若者の参加促進と参画機会の創出

令和元年度 北信越NWA２０１９

「マルチマーケット」と題し、２１クラブによる多様な
ショップ開店でたくさんの人の参画の場創出
１００名の参加
若者の参加率増加
「若者プロジェクト構想」

KIRARA



「若者プロジェクト」キックオフ

令和３年度 北信越NWA２０２１

目的：若者の参加促進
これからの総合型を考える機会
NWA終了後の横のつながり
若者の成長がクラブの発展に

進め方：若者Pの位置づけ  実行委員会で提案 承認
実働：各県より若者メンバーの選出

オンラインによるミーティング（６回）
「マンダラチャート」によるアクションプラン
事前ミーティングによる学び
NWA当日の運営サポート

KIRARA



「若者プロジェクト」出番＆役割

令和４年度 北信越NWA２０２２

・各県より若者メンバーの選出
・オンラインによるミーティング（６回）
・「マンダラチャート」のその後
・事前ミーティングの効果
・NWA当日の運営サポート
・登壇
・「若者の主張」プレゼン
・グループワークで
ファシリテート

KIRARA



「若者プロジェクト」企画

令和５年度 北信越NWA２０２３

各県１７名で構成
開催県よりプロジェクトリーダーの選出
若者Pメンバーによる企画
２日目のプログラムを任せる
・若者によるリアルな「デモトーク」
・人材育成、クラブ運営
世代交代等について
「若トーーーク」
・気になるあの人と
「フリートーク」

KIRARA



「若者プロジェクト」成長編

令和６年度 北信越NWA２０２４

テーマ：「人が育ち クラブが育つ」
・独自プログラムの１つを若者Pチームが担当
・各県より次世代を担うメンバーの選出（各１名）
・開催県の若者Pメンバー＝リーダー
・５名で企画
・サポートメンバーを各県より選出（各２名）
・事前ミーティング
・当日の運営
・NWA終了後の継続的な関係へ

KIRARA



組織の新陳代謝 KIRARA

過程の中で色々な変化が生じる
人・組織のルール
時には理念さえも見直すことがあるかもしれない

その都度、必要な変化を遂げることで
組織は生き生きと生まれ変わる

新しい組織体制
若い人材雇用
「新しい風」

役員改革（平成１８年度）



KIRARA
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KIRARA
組織の硬直化 KIRARA

固定化した組織を放っておくと時間の経過で硬直化する

メンバーの行動がワンパターン化
互いに情報伝達しなくなる

メンバーの考え方の均質化
お互い刺激がなくなる

メンバーの中に縄張り意識がおき、マンネリ化

知らず知らずに「見えない壁」を作り上げる

提案しても聞き入れてもらえない 言いだしっぺが損をする

上司に言っても受け入れられない 気力低下、無気力状態



持続的成長の基盤整備 KIRARA

平成２７年度

組織の再構築

情報共有の不足
インフォーマルな関係

意思決定プロセスの見える化
レポートラインの確立

役割の明確化

ありたい姿

スタッフ相互の信頼関係
２０代：3名 ３０代：３名
４０代：１名 ５０代：２名



批判
（高）

批判
（低）

貢献（高）

貢献（低）

パートナー実行者

個人主義者従属者

リーダーとフォロワー KIRARA



フォロワーシップとリーダーシップ KIRARA

優れたリーダーは

優れたフォロワーがいてこそ

そのリーダーシップを

発揮できる

フォロワーは

信頼、気遣い、価値観、希望を

リーダーから

受けたいと思っている



働きやすい職場環境づくり KIRARA

令和３年度 ハラスメントについての研修会の開催（社労士）

職場環境チェック（アンケート）の実施 全５２項目
№ 内 容 はい いいえ

９ 部下を指導していて泣いたことがある １ １０

４１ 私はパワハラを絶対しない自信がある ３ ８

４３ 自分より能力がない人が自分より高い給料をもらっていると
感じる

４４ 部下を指導中に反論されるとイライラする ５ ５

48 自分の指導が部下に伝わっていないと感じることがある 6 5

50 部下に「ありがとう」の感謝を伝えることが多い ８ ３

５１ 自分が間違えた場合、部下に「自分が間違っていた」と認めた １０ １

52 部下の誤字を見つけるとイライラする 全



KIRARA

総合型クラブの体力

「公益性」・・・広く社会のために

「経営体」
・人財育成
・次世代が生業として選択できる職場
・職員の待遇
・自助努力による自主財源の確保
・自走できる体力

そう考えると 「稼がなければならない」

KIRARA



定期的

寄付

会 費

受講料・参加費

助成金

補助金
委託金

固定・内発的

支援性 対価性

変動・外発的

財源の分析 KIRARA



柔軟な発想 KIRARA

ビジネスプランに基づいた戦略
「１０年後をどう描けるか」

人財：
・参加する人・・・喜んで対価を払ってもらうこと
・参画する人・・・必要とし、出番をつくること
・勤務する人・・・頑張りをカタチにすること

場所：体育施設でなくてもいい

財源：待っていないでつくるもの

手法：スポーツからの脱却



コロナ禍で「今だ」と思った KIRARA

「何ができるか」 ピンチをチャンスの変える

令和４年度からの「年会費無料化」の実施

コロナ禍
・会員、非会員問わず参加できる事業
・会員の特別割引の廃止
・帰属意識は大切

組織内では反対意見
事業シュミレーション

結果的に、会員が増え、収入が増えた



給料について

資格の樹

人事考課 KIRARA

平成２６年度から「人事考課」の実施

自己診断シート＆個人面談

給料表に基づく基本給

資格手当＆役職手当

昇給＆期末賞与（毎年度）

R4 役職の変更
・月額30,000～50,000円の昇給
・CM・・・年齢＝給料の実現
・パート職員にも特別手当

R5 正職員全員に10,000～20,000円の昇給



給料について
バトンタッチスケジュール KIRARA

平成３０年度 後継者の確定

令和元年度 ココロの整理

令和２年度 ５年後引退表明

令和３年度 業務の移行開始

令和４年度 公認クラブマネジャー取得

令和５年度 GM・CM・SM体制

令和６年度 最後に「伝えたいこと」

令和７年度 バトンタッチ



総まとめ
職員に伝えたい必要なチカラ KIRARA

ポジティブシンキング・・・成功のイメージを持つこと

逆境力・・・マイナスをプラスに変換すること

先行力・・・先に動くこと

妄想力・・・構想ではなく妄想がいい

人に頼る力・・・１人でやらないこと

傾聴力・・・話をしっかり聞くこと

ホメ力・・・良い所を見つけて褒めること

熱を伝える力・・・想いを伝えること



ひとは財産です
大事に育てましょう

そして
自分のファンを増やしましょう
そして

自信があればあるほど謙虚であれ



「公益性」と「経営体」

この両方が大事！ KIRARA
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